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大学発ベンチャー企業数ランキング
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順位 大学名 平成27年度大学発VB数 平成20年度大学発VB数
1 東京大学 189 125 

2 京都大学 86 64 

3 大阪大学 77 75 

4 筑波大学 73 76 

5 早稲田大学 65 74 

6 九州大学 63 55 

7 東京工業大学 53 57 

8 東北大学 50 57 

9 北海道大学 48 43 

10 九州工業大学 43 45 

11 デジタルハリウッド大学 42 19 

12 慶應義塾大学 40 51 

13 広島大学 39 38 

14 名古屋大学 33 28 

14 龍谷大学 33 27 

16 岡山大学 29 28 

16 立命館大学 29 35 

18 会津大学 27 23 

19 光産業創成大学院大学 26 3 

20 神戸大学 24 33 

21 三重大学 21 18 

21 鹿児島大学 21 10 

21 東京農工大学 21 25 

21 名古屋工業大学 21 14 

25 静岡大学 20 22 

25 大阪府立大学 20 18 

27 同志社大学 19 16 

28 京都学園大学 18 －

出所：平成27年度大学発ベンチャー調査調査結果概要（2016年4月）経済産業省産業技術環境局大学連携推進室
第9回 TIAシンポジウム講演
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我が国研究者の所属・雇用状況（2014年3月末現在）
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総計 759,282人

ライフサイエンス

（生物、農学、医学、歯学、薬学等）

総計 185,614人

自然科学全体

出所・総務省
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All rights Reserved. Copyright (c) 2016 The University of Tokyo

リニアモデル

基礎研究

応用研究

実用化

基礎研究
（大学）

応用研究・実用化
（ベンチャー）

実用化・市場拡大
（大企業）

オープンイノベーション

●自前主義（自己完結型研究開発）からの脱却
●大企業・大学・ベンチャー企業間のオープンイノベーション・モデルへの転換
●大企業によるベンチャー企業の戦略的活用（取り込みとカーブアウト等）
●イノベーション人材教育の抜本的強化、ポスドク・博士研究者のキャリアパスの多様化

イノベーション・エコシステムの進化論

共同研究
大学発ベンチャー

支援

戦略的提携
M&A

イノベーション人材教育
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ベンチャー・エコシステム構築への取組み
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プロトタイプ
実証

ビジネス
プラン

起業 事業成長 社会貢献
学術
研究

インキュベーション施設の提供

資金面での支援

起業家教育プログラム

コンサルテーション （起業相談、経営支援）

特許化支援

第9回 TIAシンポジウム講演
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現状のインキュベーション施設
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➢アントレプレナー・プラザ（2007～）

-ウェットラボ実験室として利用可能

➢共用インキュベーション室（2012～）

-個人でも、机一つから利用可

➢インキュベーション・ルーム

産学連携プラザ

（2004～）2室

駒場CCR棟

（2009～）3室

利用ベンチャー数
現在27社（累計64社）

共用インキュベーション室
○シェアオフィス

○デスク1台から利用可

アントレプレナープラザ

○地上７階建て

○延べ床面積3,642㎡、各室約58㎡
○各階5室、合計30室(2～7階)

○篤志家の寄付

第9回 TIAシンポジウム講演
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インキュベーション施設からのEXIT案件
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 ペプチドリーム（2013/6 上場, 2015/12東証一部）
➢ 特殊ペプチドによる新しい分子標的薬の開発

 ユーグレナ（2012/12上場, 2014/12 東証一部）
➢ 微細藻類の各種応用（食品、燃料等）

 モルフォ （2011/7東証マザーズ上場）
➢ 携帯電話等の画像処理ソフト

 Mist Technologies（2016/8 アドウェイズが買収）
➢ P2P型CDNおよび動画プレイヤー

 popIn （2015/5 Baidu が買収）
➢ メディアサイトをインテリジェントにするサービス

 リッテル （2011/1（株）ネクストが買収）
➢ 図書館検索システム、レコメンデーション・エンジン

 フィジオス （ 2013/2 Google が買収）
➢ エンターテイメント・ソフトの開発、販売

 シリウス・テクノロジーズ （2010/8 ヤフーが買収）
➢ 位置情報に連動した広告配信サービス

第9回 TIAシンポジウム講演



All rights Reserved. Copyright (c) 2016 The University of Tokyo

8

インキュベーション施設の増設検討状況
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（株）東京大学エッジキャピタル(UTEC)
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 2004年設立のベンチャー・キャピタル
東京大学の技術移転関連事業者

 1号～3号ファンド （約300億円）

投資資金はLPから資金調達

研究成果の事業化にシード・アーリー段階から投資

 リード投資に注力

資金だけでなく、積極的に経営に参画

第9回 TIAシンポジウム講演
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東京大学協創プラットフォーム開発（株）
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特定研究成果活用支援事業
国立大学によるベンチャーファンドへの出資

東大、京大、阪大、東北大の4大学

東京大学協創プラットフォーム開発（株）
 2016/1 会社設立、2016/12 1号ファンド組成

民間ＶＣへの出資

民間ＶＣとの共同投資

事業会社と連携した投資

第9回 TIAシンポジウム講演
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各種の起業家教育プログラム
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2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

研究者へのイノベーション教育

（対象：全学のポスドク・博士課程学生＋企業の研究者）

➢ NEDO「ジャパン・オープンイノベーション・プラットフォーム」
➢経産省「産学連携評価モデル・拠点モデル実証事業」

➢文科省「グローバルアントレプレナー育成促進事業（EDGE）」

全学
ゼミ

海外派遣 （北京大学との交流、Todai To Texas 等）

本郷テック
ガレージ

VBL（ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー）事業を継承
工学部・共通科目
「アントレプレナーシップ」

工学系・技術経営専攻科目（英語）
「Innovation and Entrepreneurship」

東京大学アントレプレナー道場 （全学的な取り組み）

工・バイオ
演習

一部共通化
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➢ 2005年から実施

➢ 対象：本学全学科の学部生、大学院生、ポスドク

➢ 2015年度まで課外活動 （提出事業計画書によって進級審査）

➢ 2016年度から工学部科目「アントレプレナーシップ」と合同開催

➢ 累計受講（登録）者数2,385名、修了生286名（1～12期）

東京大学アントレプレナー道場
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1-2年生 3-4年生 大学院生 合計

理系 72名 473名 1183名
（49.6%）

1728名
（72.5%）

文系 82名 355名 220名 657名

合計 154名 828名 1403名
（58.8%）

2385名

2005-2016年（12期まで）の累計受講生内訳
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本郷テックガレージ （大和証券寄附プロジェクト）
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優秀で技術を持つ最重要なイノベーション人材
 起業に対し「食わず嫌い」

学生のための開発拠点を開設（2016/8）
 工作機器を備えた工房＋学生達の溜まり場

 ビジネスをしたい学生ではなく、モノを作りたい学生

 夏季集中プログラムや製品アイデアコンテストなど

第9回 TIAシンポジウム講演
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本郷テックガレージの位置付け
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プロトタイプ
実証

ビジネス
プラン

起業
事業
成長

社会
貢献

教育
研究

 日本では起業の絶対数が少ない。

 その原因は、起業のタネとなる

プロジェクトが少ないから。

 起業前プロジェクトの増加が必要。

インキュベーション

既存の起業家教育
（アントレ道場、EDGE等）

本郷テック
ガレージ
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Todai To Texas
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 東京大学関連のスタートアップや学生プロジェクトを、
South by Southwest（SXSW）の展示会に派遣、出展
（2017/3/11-15 に Austin,TX で開催）

本年は8チームが出展。ロボット義足開発チームが

Student Innovation Award を受賞。
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 真理の探究と学問の進化

 情報の公開・発信・共有

 真理追及のためのデータ

 学術的なインパクトと新しい
知識創出への貢献（学問的
名声、他の研究者からの評
価等）

サイエンスの世界とビジネスの世界
サイエンスの世界 ビジネスの世界

 収益

 秘密の確保と専有

 ビジネスの臭いがする“
データ”

 あくまでもビジネスとして
の成功、事業としての（財
務）パフォーマンス

目的・ゴール

情報につい
ての規範

研究開発
データのあり
かた

重要な成果
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EDGEプログラム（2017年度EDGE NEXTに申請）
（研究者を対象としたアントレプレナーシップ教育の提供）

大学の
研究成果
（サイエンス）

イノベーション
（ビジネス）

研究成果（テクノロジー）とビジネスとを
結び付けて構想できるイノベーション人材

イノベーション創出に向けた

事業化構想（事業化仮説：Showcase）

●事業化構想を立案するためのスキル教育
●事業化構想にリアリティを付加するメンタリング

●事業化仮説を立案し、検証・実行できる「イノベーション人材」の育成
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過去3年間ＥＤＧＥプログラムの全体構成
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ＥＤＧＥ ＮＥＸＴ とは
1.起業家人材育成の実
践プログラム

2.新エコシステム構築
✓ 目指すエコシステム像：ベ
ンチャー創出力の強化につ
ながる「価値創造プラットフ
ォーム」

✓ 構成：ベンチャー関係機
関、海外機関、民間企業
との連携を行うことで関係
者間の人的・組織的ネット
ワークの構築

第9回 TIAシンポジウム講演 19
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複合機関の連携から生まれた事業化研究成果の社会
実装の一翼を担う

TIA「かけはし」研究成果の事業化機能

第9回 TIAシンポジウム講演 21

お客様

TIA 機関A TIA 機関B

課題で連携

大型研究資金

事業化研究開発

お客様

TIA 機関BTIA 機関A

大型連携研究

事業化検討

EDGENEXT出口


